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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:20000-1:40000

TAF13

TAF13; TAF2K; TAFII18; Transcription initiation factor TFIID subunit 13; Transcription
initiation factor TFIID 18 kDa subunit; TAF(I1)18; TAFII-18; TAFII18
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	応用
	抗原情報
	背景
	RNAポリメラーゼIIによる転写の開始には、70種類以上のポリペプチドの活性が必要です。これらの活性を調整するタンパク質が転写因子IID（TFIID）です。TFIIDはコアプロモーターに結合してポリメラーゼを適切な位置に配置し、転写複合体の残りの部分を組み立てるための足場として機能し、制御シグナルのチャネルとして機能します。TFIIDは、TATA結合タンパク質（TBP）と、TBP関連因子（TAF）として知られる進化的に保存されたタンパク質群で構成されています。TAFは、基礎転写に関与したり、コアクチベーターとして機能したり、プロモーター認識に機能したり、あるいは一般転写因子（GTF）を修飾して複合体の組み立てと転写開始を促進したりする可能性があります。この遺伝子は、TFIID複合体のサブセットに関連する小さなサブユニットをコードしています。このサブユニットはTBPおよびTFIIの他の2つの小サブユニットと相互作用する。ドメイン：TAF10とTAF11の結合には、TAF13の異なるドメインが必要である。,機能：TFIID β特異的TAFII。,類似性：TAF13ファミリーに属する。,類似性：1つのヒストンフォールドドメインを含む。,サブユニット：TFIIDは、TATA結合タンパク質（TBP）と複数のTBP関連因子（TAF）から構成される。TBPと相互作用し、特にTAF10およびTAF11と強く相互作用する。,
	研究分野
	基礎転写因子;
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	TAF13抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

